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阿賀野市教育委員会委員の任命について（渡邉栄二氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
意　平成 22年 5月 21日で任期満了となる、提中宗雄氏の後任に渡邉栄二氏を任命したい。

阿賀野市固定資産評価審査委員会委員の選任について（鎌田由雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
意　平成 22年 5月 23日任期満了により、引続き鎌田由雄氏を再任したい｡

阿賀野市固定資産評価審査委員会委員の選任について（菊地修市氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
意　平成 22年 5月 23日任期満了により、引続き菊地修市氏を再任したい｡

阿賀野市固定資産評価審査委員会委員の選任について（須田幸英氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
意　平成 22年 5月 23日で任期満了となる、横渡眞治氏の後任に須田幸英氏を選任したい｡
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平成 21 年度阿賀野市一般会計補正予算（第 8 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認　出動回数の増加に伴う除雪経費 3,824 万 9千円及びグリーンアクアセンター機械器具修繕料 210万円を増額し、総額を 181億 7,679 万 8千円とした。
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平成 21 年度阿賀野市一般会計補正予算（第 9 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　国民健康保険特別会計繰出金 6,000 万円、生活保護扶助費 1,600 万円、病院事業会計繰出金 6億円、道路除雪費 3,630 万 5千円、工事請負費等 4,700 万円、笹岡小学校施設と堀越
小学校施設の耐震補強・大規模改造工事請負費 8億 6,213 万 1千円、安田中学校施設耐震化・大規模改修工事請負費 4億 8,265 万 4千円、学校整備基金積立金 8,000 万円等を増額し、
総額を 200億 6,141 万 7千円とする。

平成 21 年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　保険給付費のうち出産育児一時金 249万円、高額医療費拠出金 400万円等を減額し、総額を 49億 5,206 万 4千円とする。

平成 21 年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　総務費のうち、委託料 133万 2千円、後期高齢者医療広域連合納付金 2,841 万 9千円等を減額し、総額を 7億 521 万 3千円とする。

平成 21 年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第 4 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　介護サービス給付費 1,300 万円、紙おむつ助成事業費 62万円、特別養護老人ホーム整備補助金 1億 150 万円、介護給付費準備基金造成費 1,287 万円等を増額し、総額を 37億

773 万 8千円とする。

平成 21 年度阿賀野市公共下水道事業特別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　調査・設計・管理委託料 837万円、物件等移設補償費 384万円、流域下水道県工事負担金 515万円等を減額、工事請負費 1,788 万円を増額し、総額を 23億 1,755 万 6千円とする。

平成 21 年度阿賀野市集落排水事業特別会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　受益者分担金賦課データ作成業務委託料 112万 4千円、工事請負費 200万円等を減額し、総額を 8億 722 万 8千円とする。

平成 21 年度阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　積立金 298万 7千円等を減額し、総額を 624万円とする。

平成 21 年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　資本的収入を 6億 210 万円増額し、収入合計 7億 7,207 万 5千円とする。資金繰りが困難なため、一般会計からの補助金 6億円を計上し、新型インフルエンザ対策事業の県補助金

105万円及び国庫補助金 105万円を増額する。

平成 21 年度阿賀野市一般会計補正予算（第 10 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　国の第 2次補正予算に基づき、地域活性化・きめ細かな臨時交付金 2億 4,061 万 1千円により、道路維持管理費、学校施設の修繕費等を計上し、総額を 203億 223 万 3千円とした。

平成 21 年度阿賀野市少年自然の家特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　老朽化により雨漏りが発生していた宿泊棟の屋根修繕工事 910万 1千円を追加し、総額を 3,777 万 5千円とする。
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平成 22 年度阿賀野市一般会計予算 × × × × × × × × × × 欠 欠 × × × × × × × × ×

否
決

　予算規模は、171 億 3,400 万円で、前年度当初に比し 9,000 万円 (0.5％ ) の減となる。水原中学校改築事業や阿賀北広域組合の葬斎場建設事業に本格的に着手する。水原郷病院へ
の繰出金は公設民営化を前提に所要の金額を計上した。平成 21年度の小・中学校耐震化事業や地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業についても、その大半が繰越事業となる見込み
であり、平成 22年度当初予算と併せて、緊急的な経済対策の趣旨に沿った地域活性化に取り組む。

反対理由：病院の公設民営化を４月１日に想定し、病院事業会計繰出金に 6億 6,900 万円余りを計上しましたが、病院事業会計予算では、公設民営化を想定しない通年予算とし一般会
計からの負担金等合計 2億 5,600 百万円を計上し、4億 1,300 万円の差があり、整合性がない。いくらかでも市民サービス、景気対策のための予算を計上すべきである。

平成 22 年度阿賀野市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　保険税の収納確保が難しくなっていることなどにより、安定した事業運営に苦慮しているが、被保険者が安心して医療を受けられるよう配慮した。予算規模は、45億1,750万1千円で、

前年度当初に比し 3億 1,207 万 3千円 (7.4％ ) の増となる。

平成 22 年度阿賀野市老人保健特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　平成 20年 4月から後期高齢者医療制度に移行したが、精算等があるため予算を編成した。予算規模は、34万 9千円で、前年度当初に比し 1,100 万 6千円 (96.9％ ) の減となる。

平成 22 年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計予算 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　県広域連合が保険者の役割を果たし、市町村と事務を分担しながら運営を行っているが、制度の円滑な運営を行うため必要となる費用について予算を編成した。予算規模は、6億 8,597
万 3千円で、前年度当初に比し 498万 7千円 (0.7％ ) の増となる。

反対理由：民主党はこの制度を速やかに撤廃し、まずは老人保健制度に戻すことを公約したが、「新
しい制度をつくる４年先まで撤廃を先送りする。」という公約違反をした。これは許せない。

賛成理由：国は新しい高齢者医療制度を平成 25年 4月 1日から施行する計画で
進めているが、３年程度かけて移行できるよう準備する必要がある。

平成 22 年度阿賀野市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　被保険者のうち低所得者の救済を図り、介護予防事業等にも積極的に取り組むとともに、介護を必要とする高齢者の増加に対応するため一層のサービス充実・制度浸透を考慮した。

予算規模は、35億 2,118 万円で、前年度当初に比し 2億 2,425 万 3千円 (6.8％ ) の増となる。

平成 22 年度阿賀野市公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　市の下水道を使うことが可能な人口の割合は、平成 21年度末で約 80％となるが、まだ 5人に 1人が使えない状況にある。厳しい財政状況や起債枠制限を踏まえ、より一層効率的か

つ重点的な整備を進める。予算規模は、22億 4,086 万 9千円で、前年度当初に比し 7,680 万 1千円 (3.3％ ) の減となる。

平成 22 年度阿賀野市集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決　分田地区農業集落排水事業が完了することに伴い、整備済施設の維持管理に要する費用を計上した。7処理区域のうち、2処理区域 (曽郷・緑岡地区 )は処理場を廃止し平成 21年度

末で公共下水道へ接続する。予算規模は、3億 659 万 4千円で、前年度当初に比し 4億 6,497 万 5千円 (60.3％ ) の減となる。

平成 22 年度阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　財産区山林の維持管理に要する費用を計上したものであり、予算規模は 600万円で、前年度当初に比し 406万円 (40.4％ ) の減となる。

平成 22 年度阿賀野市少年自然の家特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　利用者から支持される施設づくりと青少年の健全育成に努める。予算規模は、2,008 万 2千円で前年度当初に比し 619万 7千円（23.6％）の減となる。

平成 22 年度阿賀野市工業団地造成事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　主に市営西部工業団地の造成事業に伴う借入金の償還金を計上し、予算規模は、4,770 万 4千円で、前年度当初に比し 70万 1千円 (1.4% ) の減となる。

３月定例会（平成２２年第１回　３月３日～１９日）

○：議案に対して賛成　　×：議案に対して反対　　欠：採決時に欠席	

賛
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